
町民参加のワークショップで「みんなでつくる庁舎」を実現
̶町民みんなの想いをかたちにし、新しいまちづくりのきっかけにー

１、利用しやすく親しみやすい庁舎
 ―木質感あふれる、透明で開放的なオープンフロアを実現　
２、まちづくりの交流拠点となる庁舎
 ―町民ロビーと繋がる大屋根つきひろばを交流の核に
３、開かれた議会を推進する庁舎  
 ―イベントスペースに転換できる多目的で開放的な議場空間
４、安全・安心を支える防災拠点となる庁舎 
 ―災害時に頼りになるバックアップシステム構築
５、効率的で経済的な庁舎
 ̶時代の変化に対応できる可変的で合理的な制振鉄骨造の計画
６、環境に配慮した庁舎
 ―最新の省エネルギー手法を駆使し町役場初のZEB-READYを実現

「地域力」「専門力」「組織力」を備えたプロジェクト体制
　庁舎・公共施設等、豪雪地域での豊富な実績を持つ意匠担当者と、国内最高峰の構造事務所で実績を重ねた気鋭の構造担当者、最先端の環境技術を持ち、国
内を代表する庁舎の設計経験が深い電気・機械設備担当者でつくられる設計チームです。その他、複雑な空調システムの環境シミュレーションや施工技術とコス
トコンサルタントを加える体制で取り組みます。
　設計に当たっては、柔軟な対応と関係者間の円滑な協議・コミュニケーションをはかります。シンクグローバル、アクトローカルの姿勢でプロジェクトに臨み、「真
室川町」「庁舎検討会議」と緊密な連携と打合せができる体制で本事業に取り組みます。

地元関係者が参入しやすい工法・資材採用などを検討
　杉などの地元産木材の調達・加工・工事をはじめ、左官・建具・家具工事など、真室
川町の建設関係者が取り組みやすい工法や資材を優先して検討します。庁舎づくりデ
ザイン会議を発足させ、そのなかで関係者へのヒヤリングと具体的な検討・調査を実
行していきます。

「みんなでつくる」を体感できる町民参加のワークショップ
　ワークショップでは、畳サイズの大屋根ひろ
ばの模型をみんなでつくり、ひろばの使い方を
子供たちから大人まで、額を寄せ合ってアイ
ディアを出してもらいます。
　形だけのワークショップでなく、ひろばの空
間を具体的に理解して、完成後の姿を実感で
きる機会にし、その後のまちづくりの力になる
ことを期待しています。

建設後のモニタリングで高い満足度を維持
　数多くのPFI事業の受託経験から、完成後の長期に亘る維持管理に係わり、定
期的なモニタリングを行うことで発注者からの評価・満足・安心が得られること
がわかってきました。完成後も発注者サービスとして施工者と一体となった、定
期的なモニタリングを実施したいと考えます。

設計業務推進体制

業務スケジュール

庁舎設計の骨格となる基本方針６つのテーマへの対応

【本プロポーザル業務との関係性】
　当該管理技術者は公共建築の実績を含め、豊富な設計監理の経験を生かし、協
力事務所と恊働で本業務に取り組みます。また、構造・設備主任技術者も同種の
豊富な実績を有し、コストマネジメント他あらゆる面で、本業務に対してその職
能を十分に発揮できるチーム体制を形成しています。

目的
・計画内容の周知
・地域の要望収集
・計画内容の体験等を町民に提供

建築意匠主任技術者
一級建築士
経験年数 29年

建築構造主任技術者
構造一級建築士
経験年数 14年

電気設備主任技術者
建築設備士
経験年数 36年

機械設備主任技術者
エネルギー管理士 /技術士 ( 衛生工学部門 )

建築設備士 /経験年数 37 年

建築積算主任担当
建築積算士
一級建築士
経験年数 15年

コスト管理チーム 設計支援チーム

＋
CASBEE 評価委員
BCP 対策

ユニバーサルデザイン

町民意見への柔軟な対応と受入
体制をつくる
模型を使ったWS等を実施する

町民・地域住民を対象に、ワークショップでアイディアと
意見を汲み上げる住民参加の建設プロセス

庁内検討会議や庁舎づくりデザイン会議の結果等を庁舎
づくりニュースとしてホームページで町民に情報発信

（仮称）庁舎検討会議（８回程度）

設計コアチーム

ワークショップ (WS)・町民説明会（３回程度）

庁内検討会議（８回程度）

町長
総務課 建設課

担当課長  他 発注者支援チーム

庁内各課
まちづくりの関係者

町民・地域住民
調整・報告

調整・報告 設計プロセスを公開 ワークショップへの参加

調整・報告調整・報告

設計案として具体化・提示
助言

設計案として具体化・提示

助言

設計案へ
フィードバック
設計案へ
フィードバック

真室川町

庁舎をはじめ、公共施設の設計など豊
富な実績に基づく高いマネジメント能
力で、業務を推進します。

管理技術者
一級建築士 /経験年数 41 年

役割
庁舎及びまちづくり拠点としての役割をふまえた施設のあり方を検討する会議
プロポーザル時の案をもとに関係者と案の骨格を決めて行きます。ワーク
ショップや説明会を通して、設計に反映させるとともに、設計過程を町民と共
有することにより、まちづくりの拠点として町民の愛着が育まれることを推進
し、【住民参加型の建設プロセス】を実施します。

町民の意見を汲み上げるワークショップを段階的に開催し、町民意見へ
の柔軟な対応を目指します。官民共同のワークショップが、本質的な意
見交換・情報共有・相互理解が深まる会となり、庁舎づくりにおいて新
庁舎のイメージを共有していく有意義な場となるよう努めます。
ワークショップや設計のプロセスはホームページで町民に公開し、模型
や CG、実寸大のスケール等でわかりやすい資料の活用や説明を行います。

模型を用いた
わかりやすい説明

グループワークブレインストーミング

庁内検討会議 1,2

H２９年度８月 ９月 １０月 １１月 １月 ２月 ３月１２月年月

設計種別
設計段階

設計作業

定例会議等 条件の確認 報告報告 報告 報告中間報告 基本設計図書確認

( 仮称 ) 庁舎検討会議

ワークショップ・説明会

建設プロセスの周知

その他

庁内検討会議

コスト管理

基本設計 実施設計

分析 検討 計画 調整とまとめ 実施設計準備

項目ごとに基本検討 項目ごとに詳細検討 調整 成果品の作成

予件整理

WS1

意見をフィードバック 1

アップデート 1

ニュースレター 2
ホームページで
情報公開

ニュースレター１
ホームページで
情報公開

ニュースレター 3
ホームページで
情報公開

庁舎検討会議 1,2

類似施設見学
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意見をフィードバック 2

アップデート 2

意見をフィードバック 3

アップデート 3

意見

意見

助言

助言

対話

対話

庁舎検討会議

庁内検討
会議

設計コアチーム

庁舎検討会議

設計コアチーム

庁舎検討会議

設計コアチーム

庁舎検討会議

設計コアチーム

ワークショップ
( 町民)

町担当者
総務課

庁内検討
会議

ワークショップ
( 町民)

町担当者
総務課

庁内検討
会議

ワークショップ
( 町民)

町担当者
総務課

町担当者
総務課

庁内検討会議 3,4,5 庁内検討会議 6,7,8
WS2

庁舎検討会議 3,4,5

意見

意見

助言

助言

対話

対話

WS3

庁舎検討会議 6,7 庁舎検討会議 8

意見

意見

助言

助言

対話

対話

建築主 協議 設計監理者

＜モニタリング＞
施工業者

維持監理業務実施内容確認
（業務体制、業務実績、
業務予定、現場状況等）

報告

問題解決の
ための指示

原木の切り出し 木材を加工 現場での木工事

様式 5-2 　エ . 業務実施方針

北側アプローチから役場庁舎を望む




